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は じめに

東京大学医科学研究所附属病院においては、 白血病や悪性 リンパ腫等の血液疾患患者に対 して、

骨髄移植や臍帯血移植等、多数例の造血細胞移植 を行っている。このような重篤な疾患に罹患 し

造血細胞移植 を受 ける患者の身体的、経済的、そ して精神的負担がきわめて大きいのは言うまで

もないが、患者 を支 える家族やキーパ ーソンの負担 もまた同様 に大 きい。 したがって患者の

QOL向 上のために、医療スタッフとしては、患者のみならず家族やキーパーソンに対するサポ
ー トも不可欠である。そしてそのためには、患者 と家族やキーパーソン問の様 々な意識や状態認

識の相違について、医療スタッフも把握 してお く必要があると思われる。

このような背景か ら、大木 ・森 ・井関 ・尾上 ・須 山 ・高橋 ・浅野(2002)は 、成人造血細胞移

植患者のQOLに 関連する要因を検討するための基礎 的研究 として、患者の属性 とキーパーソン

から受けているサポー ト、QOL、 現在の体調 ・生活、将来の不安について検討 した。その結果、

キーパーソンから受 けているサポー トが多いほ ど、QOLは 高 く、また現在 の体調 ・生活におけ

る問題や将来の不安は少ない とい う傾向が認められた。

本研究 はその基礎的研究の続報 として、 キーパーソンが患者のQOLや 体調、将来の不安など

をどの ように捉えているかを検討することを第一の目的とした。具体的には、キーパーソンが
"患者の気持ちにな

って推測 した"患 者の(1)受 けているサポー ト、(2)QOL、(3)現 在の体
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調 ・生活、(4)将 来の不安、の4点 に関して、移植後患者の属性(性 別 ・現在の年齢 ・移植後の

年数 ・移植の種類)お よびキーパーソンの属性(性 別 ・現在の年齢)に よる差の検討を目的とし

た。 さらにキーパーソンが"患 者の気持ちになって推測 した"患 者の(1)QOL、(2)現 在の体

調 ・生活、(3)将 来の不安の3点 に関して、同 じくキーパーソンが推測 したサポー ト量の差によ

る差を検討することを第二の目的とした。

方 法

対象:1990年4月 より2002年7月 までに東京大学医科学研究所附属病院において、骨髄移植(血

縁,非 血縁)、 血縁者間末梢血幹細胞移植、臍帯血移植のいずれかを受けて退院 した患者400名

のうち、連絡可能であった194名 および患者本人がキーパーソンと考える人物を対象 とした。回

答が返送され、患者 とキーパーソン両方のデータがそろっている124組 を分析対象 とした。ただ

しサポー トに関する項目は、調査用紙の不備により37名 を削除 した87名 を分析対象 とした。患

者お よびキーパーソンの属性 は表1-1～ 表1-3の 通 りである。

質問紙:患 者用、キーパーソン用 ともに、(1)フ ェイスシー ト、(2)サ ポー ト、(3)QOL、(4)

現在の体調 ・不安、(5)将 来の不安、の5つ のパー トから成っていた。

(1)患 者用のフェイスシー トでは、性別、年齢(10歳 代、20歳 代、30歳 代、40歳 代、50歳 以上)、

移植の種類(骨 髄移植(血 縁)、 骨髄移植(非 血縁)、 臍帯血移植、末梢血幹細胞移植)、 移植後

の年数(6ヶ 月未満、6ヶ 月以上1年 未満、1年 以上2年 未満、2年 以上3年 未満、3年 以上5年 未

満、5年 以上10年 未満、10年 以上)、 キーパーソン(配 偶者、父、母、子供、兄弟姉妹、その他

の親戚、恋人、婚約者、友人、その他)等8項 目を尋ねた。キーパーソン用のフェイスシー トで

表1-1対 象者(患 者)の 属性(性 別 ・現 在 の年齢 ・キーパー ソン)

属性 性 別 現在の年齢
合計(人)

キーパーソン 男性 女性10歳 代 20歳 代 30歳代 40歳 代 50歳 以上

妻
人数(人)43

/
0 3 12 12 16

43
割合(%)100:0 o.o 7.0 27.9 27.9 37.2

夫
人数(人)

/
2410 0 7 17 0

24
割合(%) 100.OIO.0 o.o 29.2 70.8 o.o

母
人数(人)20175 16 12 4 0

37
割 合(%)54.145.913.5 43.2 32.4 10,8 o.o

その他
人数(人)7131 3 7 7 3

21
割 合(%)35.065:04.8 14.3 33.3 33.3 14.3

合計
人数(人)70546 22 38 40 19

125
割 合(%)56.543.54,8 17.6 30.4 32.0 15.2

(割合はキーパーソンごとの全体に対する人数比)

表1-2対 象者(患者)の属性(移植後の年齢・移植の種類)
属性 移植後の年数

合計(人6ヶ月以上移 植の種類6ヶ 月未満

1年未満

1年以上

2年未満

2年 以上

3年 未満

3年 以上

5年 未満

5年以上

10年未満
10年 以上

骨髄移植(血縁)
人数(人)02 4 8 10 27 29

80
割 合(%)0.02.5 5.0 10.0 12.5 33.8 36.3

骨髄移植(非血縁)
人数(人)02 3 0 5 4 0

14
割 合(%)0.014.3 21.4 o.o 35.7 28.6 o.o

臍帯血移植
人数(人)36 7 8 2 0 0

26
割 合(%)11.523.1 26.9 30.8 7.7 0.0 o.o

末梢血幹細胞移植
人数(人)11 0 1 0 2 0

5
割 合(%)20.020.0 o.o 20.0 o.o 40.0 o.o

合計
人数(人)411 14 17 17 33 29

125
割 合(%)3.28.8 11.2 13.6 13.6 26.4 23.2

(割合は移植種類ごとの全体に対する人数比)
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表1-3対 象者(キ ー パーソン)の 属 性(性 別 ・現在 の 年 齢)

属性 現在の年齢
合計(人)

性別10歳 代20歳 代30歳 代40歳 代50歳 以上

男性
人数(人)0061414

34
割 合(%)α0α017.641.241.2

女性
人数(人)35142345

90
割 合(%)3.35.615.625.65α0

合計
人数(人)35203759

124
割 合(%)2.44.016.129,.847.6

(割合 は性別ごとの人数比。1名の年齢は不明のため、表1-3に は含まれていない。)

は、性別、年齢、仕事の有無、通院が必要な病気の有無、患者通院時の付 き添いに関する計5項

目を尋ねた。

(2)サ ポー ト項 目は、Dakof&Taylor(1990)を 参考に、がん患者が有益だ と感 じるサポー ト、

有益でない と感 じるサポー トを項目化 した10項 目であった。

(3)QoLの 測定にはwHo/QoL26(田 崎 ・中根,1997)を 用いた。wHo1QoL26は 身体的領域、

精神的領域、社会的関係、環境の4下 位尺度24項 目と、生活の質および現在の体調の計26項 目

からなる。

(4)現 在の体調 ・生活は、森 ・須山 ・尾上 ・井関 ・浅野 ・大木(2001)に おいて、患者が現在の

不安 として自由記述で挙 げた内容 を参考に、医師 ・看護師の臨床的経験 に基づいて作成 された

30項 目であった。

(5)将 来の不安も(4)と 同様 にして作成 された12項 目であった。

(2)か ら(5)に ついて、患者 に対 しては、各項 目が現在の自分 にあてはまるかどうか、5段

階で回答 を求めた。キーパーソンに対 しては、自分が患者に対 してどのように見ているかではな

く、患者がキーパーソンである自分 をどのように感 じているのか、また患者が患者自身の体調 な

どをどのように感 じているかを"推 測 して"回 答するよう求めた。

なお本研究においてはキーパーソンのデータのみを報告する。

手続き:患 者 とキーパーソンそれぞれの封筒 に、別個の調査用紙 を入れて送付 し、互いに相談す

ることな く、独 自の判断で回答するよう求めた。回答 を終えたら、個々の封筒 を密封 し、両方一

緒に返送 してもらった。なお個人を特定 しないために、返信は無記名で文教大学へ返送するよう

にした。調査時期は2002年7月 ～8月 であった。

分析方法

(1)属 性 の群分け:各 属性は、人数の分布 を考慮 し、以下のような群分けを行 った。

性別は男女の2群 とした。

年齢に関 しては、10歳 代 と20歳 代を合計 し、20歳 代以下、30歳 代、40歳 代、50歳 以上の4群

とした。患者 ・キーパーソンいずれも同様の群分けであった。

移植後 の年数は、6ヶ 月未満 と6ヶ 月以上1年 未満 を、また5年 以上10年 未満 と10年 以上を合

計 し、1年 未満、1年 以上2年 未満、12年以上3年 未満、3年 以上5年 未満、5年 以上の5群 とした。

移植の種類 は、末梢血幹細胞移植がすべて血縁者間であったため、骨髄移植(血 縁)と 血縁者

間末梢血幹細胞移植 を合計 し、骨髄移植(血 縁)・ 骨髄移植(非 血縁)・ 臍帯血移植の3群 とした。

なお、移植 の種類は移植後の年数と関連があるため、移植の種類による分析 を行 う際には、移植

後5年 以内の患者のみを対象 とした。
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キーパー ソンは、配偶者をその性別か ら妻 と夫に分けた。また、父、子供、兄弟姉妹、その他

の親戚、恋人、婚約者、友人、その他を合計 して、その他 とした。その結果、妻、夫、母、その

他の4群 となった。

(2)サ ポー ト項目の分析:有 益なサポー トが多いほど高得点になるように、有益でないサポー ト

項 目の点数 を変換 した。したがって、有益でない表現の項 目は、高得点ほどそのサポー トが少な

いことを示す。項目ごとに平均値を算出 した。

(3)QOL項 目の分析:wHO/QOL26は 、標準的手続 きに従 って逆転項 目の点数を変換 し、各項

目および身体的領域、精神的領域、社会的関係、環境の4領 域 ごとに平均値を算出 した。高得点

ほどQOLが 高いことを示す。 ・

(4)現 在の体調 ・生活項 目の分析:同 項目に関しては、高得点ほど現在の体調が悪いことを示す

よう、逆転項 目を変換 した。 したがって 「(職場、学校、家事 など)以 前 と同 じようにできる」

は高得点ほ ど、以前ほど同じようにはできない ことを示す。項 目ごとに平均値 を算出した。

(5)将 来の不安の分析:将 来の不安 も、項目ごと平均値 を算出した。高得点ほど将来の不安が高

いことを示す。

結 果

1.患 者の属性による"キ ーパーソンが推測 した"患 者が受けているサポー トの差の検討

(1)性 別

キーパーソンが推測 した患者が受けているサポー ト項 目(以 下サポー ト項 目)の 患者の性別の

平均値および標準偏差 は表2-1の 通 りである。サポー ト各項 目を患者の性別 によってt検 定 した

結果、いずれの項 目においても患者の性別の有意差は認められなかった。

(2)現 在の年齢

患者の現在の年齢別のサポー ト各項 目の平均値お よび標準偏差は表2-1の 通 りである。サポー

ト項 目の得点 を従属変数、患者の現在の年齢の4群 を独立変数 とした一要因分散分析を行 った。

その結果、「私に関心 ・共感 ・愛情 を示す」(F(3,83)=4.62,p<.01)に おいて患者の現在の年齢

の主効果が認め られた。多重比較の結果、30歳 代 より20歳 代以下の患者の方が高得点であると

推測されていた。

(3)移 植後の年数

移植後年数別のサポー ト各項 目の平均値および標準偏差は表2-2の 通 りである。サポー ト項 目

表2-1キ ーパーソンが 推測した患者のサポート項 目の平均値 と標準偏差(全 体 ・患者の性別 ・患者 の年齢別)

サポー ト項 目
全体 性 別 年 齢

男性 女性
性差
20歳代以下 30歳代 40歳 代 50歳以上

年齢差
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

不正確なまたは不十分な情報を与える* 4.35 0.97 4.43 α89 4.34 0.94 3.83 1.15 4.46 0.79 4.62 0.73 4.23 1.30

私に関心・共感 愛 情を示してくれる 4.33 α86 4.29 0.76 4.37 0.97 4.78 0.43 3.93 1.09 4.50 0.64 4.23 α83 20>30

私の病気のことに理解がある 4.27 0.93 4:46 0.69 4.07 1.13 4.50 0.71 4.07 1.09 4.28 α96 4.38 o.≫

いつも私(患者さん)の そばにいてくれる 3.89 1.30 4.09 1.15 3.73 1.38 4.00 1.41 3.79 1.23 3.79 1.37 4.15 1.21

実際に役立つ援助をしてくれる 3.81 1.03 3.76 0.99 3.83 1.07 3.72 1.02 3.79 1.17 3.90 0.98 3.77 0.93

私が病気によって受けている衝撃を過少評価する* 3.74 1.11 3.72 1.11 3.78 1.13 3.56 α98 3.79 1.10 3.79 1.21 3.77 1.17

私の病気への対応を批判する* 3.72 1.25 3.61 1.27 3.85 1.24 3.61 1.29 3.61 1.26 3.93 1.25 3.62 1.26

有益な情報またはアドバイスを与えてくれる 3.61 1.oo 3.72 α83 3.56 1.10 3.78 1.06 3.64 1.03 3.62 α98 3.31 0.95

私の病気の見通しなどに楽観的である 3.15 1.16 3.09 1.15 3.22 1.19 2.67 1.14 3.25 1.11 3.41 1.18 3.00 1.15

私の病気を心配・悲観しすぎる* 3.03 1.34 2.96 1.17 3.10 1.53 2.44 1.38 3.43 1.26 3.03 1.40 3.00 1.15

(*は逆転項目:表2-1は高得点ほど患者は肯定的サポートが多く、否定的サポートが少ないとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)
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表2-2キ ーパーソンが推測した患者のサポート項 ヨの平均値と標準偏差(患者の移植後年数別 ・患者の移植種類別)

サポート項 目
移植後年数別 移植種類別

1年未満 1年 ～2年 2年 ～3年 3年 ～5年 5年以上 年数差 骨髄(血縁)脅髄(非血縁 臍帯血 種類差
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

不正確なまたは不十分な情報を与える* 4.42 tO8 4.00 1.18 400 1.26 4.18 1.17 4.56 0.70 400 1.21 3.50 1.22 4.53 0.96

私に関心 ・共感・愛情を示してくれる 4.50 α80 4.27 0.79 4.36 α81 4.09 1.14 4.36 α85 4.45 0.69 3.83 i.so 4.32 0.75

私の病気のことに理解がある 4.58 0.67 4.18 0.75 4.00 o.n 4.18 1.17 4.30 1.01 4.15 0.75 400 1.55 4.42 α69

いつも私(患者さん)のそばにいてくれる 3.92 1.{}8 4.00 1.34 3.73 1.27 4.27 1.27 3.79 1.39 4.10 1.33 3.33 1.fi3 4.05 α91

実際に役立つ援助をしてくれる 4.00 0.85 3.18 1.17 3.82 0.75 3.27 1.10 4.05 1.00 3.60 α99 2.83 0.75 3.79 1.Q3

私が病気によって受けている衝撃を過少評価する* 3.67 0.89 3.73 1.19 3.91 0.94 3.91 1.14 3.67 1.21 3.75 1.02 3.17 α98 4.05 α97

私の病気への対応を批判する* 3.92 α90 3.18 1.33 3.64 1.03 3.82 1.17 3.79 1.39 3.65 0.93 3.50 1.05 3.68 1.34

有益な情報またはアドバイスを与えてくれる 3.17 0.72 3.82 1.17 3.09 0.94 3.27 0.65 3.91 x.02 3.30 0.73 3.17 1.17 3.42 tO2

私の病気の見通しなどに楽観的である 2.58 tO8 2.91 1.04 z.s2 1.25 3.55 1.21 3.35 1.13 3.30 1.08 2.83 0.75 2.63 1.30

私の病気を心配・悲観しすぎる* 2.25 1.14 3.09 1.45 3.18 1.25 3.36 1.36 3.12 1.37 2.80 tO6 3.17 1.17 3.05 1.65

(*は逆転項目:表2-2は高得点ほど患者は肯定的サポートが多く、否定的サポートが少ないとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表2-3キ ーパーソンが推測した患者のサポート項目の平均値と標準偏差(患者が選択したキーパーソン別)

サポート項目

キーパーソン

妻 夫 母 その他
キ パーソン差

平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 sa

不正確なまたは不十分な情報を与える* 4.61 0.76 4.44 α86 3.91 1.08 4.38 1.15

私に関心 ・共感・愛情を示してくれる 4.20 α81 4.28 1.02 4.61 α58 4.25 1.06

私の病気のことに理解がある 4.55 α68 :・ 1.28 4.35 α78 4.06 1.00

いつも私(患 者さん)のそばにいてくれる 4.45 0.85 3.78 1.40 3.57 1.38 3.38 1.50

実際に役立つ援助をしてくれる 3.87 0.92 3.83 1.25 3.65 tO3 :: i.oz

私が病気によって受けている衝撃を過少評価する* 3.71 1.19 3.72 1.27 3.70 0.93 3.88 1.09

私の病気への対応を批判する* 3.58 1.34 422 0.94 3.65 1.27 3.50 1.32

有益な情報またはアドバイスを与えてくれる 3.71 0.78 3.67 0.97 3.43 α99 3.63 1.4i

私の病気の見通しなどに楽観的である 3.26 1.15 3.78 1.11 2.70 i.as :: 1.09 夫〉母

私の病気を心配 ・悲観しすぎる* 3.06 1.03 3.17 1.42 2.57 1.53 3.50 1.41

(*は逆転項 目:表2-3は 高得点ほど患者 は肯 定的サポートが多く、否定的サポートが少ないとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

の得点を従属変数、移植後年数の5群 を独立変数 とした一要因分散分析 を行った。その結果、い

ずれの項 目において も、移植後年数の主効果は認め られなかった。

(4)移 植の種類

移植種類別のサポー ト各項目の平均値および標準偏差は表2-2の 通 りである。サポー ト項 目の

得点を従属変数、移植種類の3群 を独立変数 とした一要因分散分析 を行 った。その結果、いずれ

の項 目においても、移植種類の主効果 は認められなかった。

(5)キ ーパーソン

患者が選択 したキーパーソン別のサポー ト各項目の平均値および標準偏差は表2-3の 通 りであ

る。サポー ト項目の得点を従属変数、キーパーソンの4群 を独立変数 とした一要因分散分析 を行

った。その結果、「病気の見通 しに楽観的」(F(3,84);3.62,p<.05)に おいて患者が選択 したキ

ーパーソンの主効果が認め られた。多重比較の結果、キーパーソンが母の人より夫の方が楽観的

であると推測 していた。

2.患 者の属性による"キ ーパーソンが推測 した"患 者のQOLの 差の検討

(1)性 男u

キーパーソンが推測 した患者のwHO/QOL26各 項 目及び4領 域(以 下wHOIQOL26各 項 目及び

4領 域)の 、患者の性別の平均値および標準偏差は表3二1の通 りである。wHOIQoL26各 項 目と4

領域 を患者の性別によってt検 定 した結果、患者の性別の有意差 は認められなかった。

(2)現 在 の年齢

患者の現在の年齢別のwHo1QOL26各 項 目及び4領 域の平均値及び標準偏差は表3-1の 通 りで

ある。wHOIQoL26の 各項 目及び4領 域の得点 を従属変数、患者の現在の年齢の4群 を独 立変数
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とした一要因分散分析を行った。その結果、いずれの項 目および領域 においても、患者の現在 の

年齢の主効果は認められなかった。

(3)移 植後の年数 、

移植後年数別のWHO/QOL26各 項 目及び4領 域 の平均値及び標準偏差 は表3.2の 通 りであ る。

WHO/QOL26の 各項 目及び4領 域の得点を従属変数、移植後年数の5群 を独立変数とした一要 因

分散分析 を行った。その結果、「体の痛みなどによる制限」(F(4,118)=5.91,p<.001)、 「仕事能

力の満足」(F(4,117)=4.37,p<.01)、 「健康状態の満足」(F(4,116)=3.56,p<.Ol)、 および 「身

体的領域」(F(4,112)=3.60,p<.01)に おいて、移植後年数の主効果が認め られた。多重比較の

結果、全体 的に5年 以上の患者の方が1年 ないし2年 未満の患者 よりQOLが 高い と推測 されて

いた。

(4)移 植の種類

移植種類別のWHO/QOL26各 項 目及び4領 域の平均値及び標準偏差は表3-3の 通 りである。

WHOIQOL26の 各項目及び4領 域の得点を従属変数、移植種類の3群 を独立変数 とした一要因分

散分析 を行った。その結果、「家周辺の環境の満足」(F(2,60)=4.86,p<.05)に おいて移植種類

の主効果が認められた。多重比較の結果、臍帯血移植お よび骨髄移植(非 血縁)よb骨 髄移植

(血縁)の 方が高得点であった。

(5)キ 旨パーソン

患者が選択 したキーパーソン別のWHOIQOL26各 項目及び4領 域の平均値及び標準偏差 は表3.

3の 通 りである。wHOIQOL26の 各項 目及び4領 域の得点を従属変数、患、者が選択 したキーパ ー

ソンの4群 を独立変数 とした一要因分散分析 を行った。その結果、厂生活の質」(F(3 ,120)=4.65,

表3-1キ ーパーソンが推測した患者のWHO/QOL26項 目及び領域の平均値と標準偏差(全体・患者の性別・患者の年齢別)

WHO/QOL26項 目
全体 性 別 年 齢

男性 女性
性差
20歳 代以下 30歳 代 40歳代 50歳 以上 年齢差平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

自分の生活の質をどのように評価していますか 3.34 0.86 3.36 o.ss 3.31 o.s2 3.11 0.74 3.24 0,86 3.40 o.so 3.78 0.81
自分の健康状態に満足していますか 3.17 0.98 3.07 1.01 3.28 0.95 2.89 1.01 3.08 1.04 3.37 0.91 3.33 0.91

身
体
的
領
域

家の周囲を出まわることがよくありますか 3.84 r.00 3.78 1.00 3.92. 1.01 3.46 1.20 3.84 α87 4.08 0.88 3.94 1.06
毎 日の生活の中で治療(医 療)が どのくらい必要ですか* 3.83 0.93 3.81 i.00 3.87 α86 3.96 0。96 3.65 1.01 3.89 0.83 3.89 o.ss
毎日の生活を送るための活力はありますか 3.79 0.85 3.79 0.78 3.79 0.93 3.50 0.96 3.81 U.81 3.92 α78 3.94 0.80
睡眠は満足のいくものですか 3.61 0.93 3.51 0.89 3.74 0.98 3.61 o.sz 3.59 o.ss 3.60 0.93 3.67 09で

体の痛みや不快感のせいで、しなければならないことが
どのくらい制限されていますか* 3.51 i.os 3.61 1ゆ6 3.38 1.13 3.54 1.14 3.43 1.12 3!匹9 1.10 3.67 1.03

毎日の活動をやり遂げる能力に満足していますか 3.50 0.92 3.52 0.85 3.47 1.01 3.32 1.09 3.44 o.n 3.62 0.90 3.61 098
自分の仕事をする能力に満足していますか 3.40 toy 3.47 toy 3.32 1.02 3.23 0.91 3.49 0.93 3.50 1.06 3.28 1.23

身体的領域 合計平均 3.64 o.ss 3.64 0.94 3.64 0.99 3.52 1.03 3.61 0.93 3.73 0.93 3.71 1.00

心
理
的
領
域

自分の生活をどのくらい意味のあるものと感じていますか 3.83 0.88 3.82 o.ss 3.83 0.75 3.56 080 4.00 088 3.92 0.87 3.67 0.97
自分の容姿(外見)を受け入れることが出来ますか 3.70 0.88 3.61 0.88 3.83 α87 3:57 α88 3.65 o.as 3.77 0.99 3.89 0.68

物事にどのくらい集中することが出来ますか 3.69 0.92 3.72 o.sa 3.65 0.91 3.39 0.96 3.75 α97 3.76 0.88 3.89 0.83

毎日の生活をどのくらい楽しく過ごしていますか 3.55 1・1 3.51 o.ss 3.60 0.82 3.41 o.as 3.59 0.83 3.62 o.ss 3.50 o.s2

気分がすぐれなかったり、絶望、不安、落ち込みといった
いやな気分をどのくらいひんぱんに感じますか*

3.51 0.95 3.36 1.15 3.64 o.s2 3.44 0.97 3.38 i.aa 3.59 α88 3.72 o.so

自分自身に満足していますか 3.36 o.ss 3.42 o.ss 3.28 1.02 3.18 o.ss 3.19 1.02 3.58 0,98 3.50 0.92

心理的領域 合計平均 3.61 o.s2 3.57 o.sa 3.64 0.88 3.43 0.91 3.59 0.93 3.71 0.93 3.70 0.87

環

境

領

域

毎日の生活はどのくらい安全ですか 3.75 α81 3.70 0.77 3.81 o.as 3.54 α88 3.70 0.70 3.90 0.75 3.83 0.99
家と家のまわりの環境に満足していますか 3.66 0.84 3.71 0.82 3.59 086 3.54 o.s2 3.73 0.93 3.65 0.83 3.72 0.46

毎日の生活に必要な情報をどのくらい得ることが出来ますか 3.64 0.84 3.57 1:1 3.74 0.90 3.43 088 3.54 0.80 3.85 0.81 3.72 o.so
周辺の交通の便に満足していますか 3.59 o.as 3.64 o.as 3.54 0.88 3.43 1.07 3.62 o.sa 3.70 0.88 3.56 i.oa

自分の生活環境はどのくらい健康的ですか 3.57 α86 3.56 0.84 3.58 o.as 3.48 0.70 3.46 0.99 3.64 0.90 3.78 0.65

余暇を楽しむ機会はどのくらいありますか 3.39 1.00 3.35 0.95 3.43 tai 3.32 i.02 3.49 i.02 3.33 106 3.39 0.85
必要なものが買えるだけのお金を持っていますか 3.26 0.99 3.25 1.01 3.28 o.ss 2.89 1.17 3.38 0.82 3.36 0.96 3.39 1.04
医療施設や福祉サービスの利用しやすさに満足していますか 3.26 0.72 3.29 o.≫ 3.23 0.65 3.19 o.ss 3.19 o.ss 3.40 0.78 3.22 0.73

環境領域 合計平均 3.52 0.87 3.51 o.ss 3.53 0.89 3.35 0.92 3.51 0.86 3.60 0.87 3.58 0.83
社
会
関
係

友人たちの支えに満足していますか 3.88 o.n 3.97 0.77 3.76 0.78 3.71 0.85 3.92 0.80 3.87 0.72 4.06 0.73

人間関係に満足していますか 3.55 0.81 3.54 0.84 3.56 0.79 3.46 0.84 3.54 0.87 3.64 0.74 3.50 086

性生活に満足していますか 3.04 0.81 3.05 0,87 3.02 0.74 3.05 0.85 2.86 0.72 3.05 0.88 3.33 0.77

社会的関係 合計平均 3.49 0.80 3.52 0.82 3.45 0.77 3.41 0.85 3.44 0.80 3.52 0,78 3.63 0.79

(*は逆転項 目:表3-1は 高得点ほど、驢患者のQOLが 高いとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)
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表3-2キ ーパーソンが推測した患者のWHO/QOL26項 目及び領域の平均値と標準偏差(患者の移植後年数別)

WHO/QOL26項 目

移植後年数
重年未満 1年 ～2年 2年 ～3年 3年 ～5年 5年以上 年数差
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

自分の生活の質をどのように評価していますか 2:00 α00 2.93 0.73 3.25 0.93 3.65 0.93 3.46 α87

自分の健康状態に満足していますか 2.60 0.99 2.69 α86 3.00 0.89 3.20 tO1 3.44 0.94 5-〉-1

身
体
的
領
域

家の周囲を出まわることがよくありますか 3.53 1.06 3.31 1.25 4.19 0.75 3.65 1.00 4.00 0.94

毎日の生活の中で治療(医療)がどのくらい必要ですか* 3.47 1.13 3.62 0.87 4.00 }.03 3.82 0.73 3.93 0.92

毎日の生活を送るための活力はありますか 3.40 α83 3.62 α87 4.06 0.68 3.88 1.17 3.83 α76

睡眠は満足のいくものですか 3.47 0.83 3.57 1.16 3.69 1:01 3.29 ag9 3.72 α86

体の痛みや不快感のせいで、しなければならないことが
どのくらい制限されていますか*

2.73 1.重6 3.00 0.82 3.06 t.00 3.76 α90 3.85 1.05
3-5,5-〉-1

5->2-3

毎日の活動をやり遂げる能力に満足していますか 3.27 0.88 2.93 1.00 3.31 0.95 3.69 1つ8 3.69 0.81

自分の仕事をする能力に満足していますか z.ss 1.03 2.79 1.19 3.19 0.91 3.56 1.03 3.69 0.89 5-〉-1,1-2

身体的領域 合計平均 3.25 0.99 3.26 1.02 3.64 qgO 3.66 α99 3.82 0.89 5-〉-1,1-2

心
理
的
領
域

自分の生活をどのくらい意味のあるものと感じていますか 3.73 α88 4.00 α82 3.94 0.77 3.81 1.05 3.79 0.90

自分の容姿(外見)を受け入れることが出来ますか 3.67 0.62 3.46 α78 3.69 0.87 3.76 1.15 3.75 0.89

物事にどのくらい集中することが出来ますか 3.33 α98 3.25 0.75 3.56 0.96 3.82 0.95 3.87 0.89

毎日の生活をどのくらい楽しく過ごしていますか 3.20 α78 3.31 0.75 3.69 0,79 3.53 1.07 3.65 0.94

気分がすぐれなかったり、絶望、不安、落ち込みといった
いやな気分をどのくらいひんぱんに感じますか*

3.00 i.00 3.36 1.15 3.44 0.89 3.63 1.03 3.67 17.

自分自身に満足していますか 2.87 1.06 2.86 0.95 3.25 107 3.53 1.01 3.57 0.90

心理的領域 合計平均 3.30 α89 3.37 α87 3.60 0.89 3.68 1.04 3.72 α90

環

境

領

域

毎日の生活はどのくらい安全ですか 3.80 α68 3.54 α66 3.56 0.81 3.76 1.09 3.82 0.79

家と家のまわりの環境に満足していますか 3.40 0.83 3.57 o.7s 3.81 1'3 3.82 1.02 3.66 0.77

毎日の生活に必要な情報をどのくらい得ることが出来ますか 3.33 α82 3.54 α78 3.69 α70 3.53 1.of 3.75 α85

周辺の交通の便に満足していますか 3.53 0.83 3.43 0.85 3.44 0.89 3.59 tOO 3.69 α89

自分の生活環境はどのくらい健康的ですか 3.47 o.sz 3.31 1L. 3.75 0.76 3.63 1.03 3.59 o.s2

余暇を楽しむ機会はどのくらいありますか 2.93 1.03 3.46 0.97 3.63 α96 3.18 0.95 3.48 1.01

必要なものが買えるだけのお金を持っていますか 2.80 1.08 2.92 α76 3.31 α70 3.53 1.28 3.36 0.97

医療施設や福祉サービスの利用しやすさに満足していますか 3.33 0.62 3.14 0.95 3.38 α72 3.12 0.93 3.29 o.s2

環境領域 合計平均 3.32 0.85 3.36 0.82 3.57 α82 3.52 1.04 3.58 0.84

社
会
関
係

友人たちの支えに満足していますか 3.87 ,.. 3.71 O.fi1 3.81 0.91 4.24 0.83 3.84 0.69

人間関係に満足していますか 3.53 0.74 3.21 α98 3.69 1.01 3.47 0.80 3.62 0.74

性生活に満足していますか 3.00 0.41 2.93 o.sz 3.06 0.93 3.14 1.10 3.04 0.83

社会的関係 合計平均 3.47 0,71 3.28 0.74 3.52 0.95 3.62 0.91 3.50 0.75

(*は 逆転項 臼:表3-2は 高 得点ほど、患者のQOLが 高いとキーパーソンが推 測していることを示す。空欄 は有意差がないことを示す。)

表3-3キ ーパーソンが推測した患者のWHO/QOL26項 目及び領域の平均値と標準偏差(患 者の移植種類別・患者が選択したキーパーソン別)

WHO/QOL26項 目

移植種類別 キーパーソン
骨髄(血縁)骨髄(非血縁 臍帯血 種類差 妻 夫 母 その他 キーパーソン

差平均SD平 均SD平 均SD 平均SD平 均SD 平均 SD 平均 SD

自分の生活の質をどのように評価していますか3.33α883.000.943.19α753.580.933.580.≫ 3.14 o.≫ 2.89 0.88 妻,夫〉その他

自分の健康状態に満 足していますか2.84α853.101.102β8tO13.211.063.300.97 3.30 o.as 3.16 1」}7

身
体
的
領
域

家の周囲を出まわることがよくありますか3.81m83.601.433.64α863.761.034.130.s2 3.86 o.s2 3.58 1.02

毎 日の生活の中で治療(医 療)が どのくらい必要ですか*3.63α974.100.743.68α993.881.014270.77 3.65 1.06 3.63 1.01

毎 日の生活を送るための活力はありますか3.850.863.fiO1.073.720.943β8α794.00α80 3.54 1'1 3.83 α86

睡眠は満足のいくものですか3.480.943.701.063.461:033、651.193.43,.. 3.65 1.03 3.00 i.00

体 の痛 み や 不 快 感 の せ い で、しな けれ ばならな いことが3 .1511.0613.3011.1613.1210.97113.6310.9013.7510.85ど の くらい制 限 され てい ます か* 3.54 0.93 3.53 1.12

毎 日の活動をやり遂 げる能力に満足していますか3.231.113.50α853.270.963.58α883.70住77 3.54 o.ss 3.00 0.94 夫〉その他
自分の仕凄をする能力に満足していますか3.041.153.10α993.161.033.471.123.54α88 3.46 0.95 3.00 tOO

身体的領域 合計平均3.460.≫3.560.743.460.683.690.993.83α81 3.61 α97 3.37 0.99

心
理
的
領
域

自分の生活をどのくらい意味 のあるものと感じていますか3.880.953.800.923.84α804.001.054.04α83 3.67 α68 3.47 α77

自分の容姿(外 見)を 受け入れることが出来ますか3、70,..3.601.073.640.643.81α913.910.95 3.54 α80 3.53 α84

物事 にどのくらい集中することが出来ますか3.580,953.60α973.400.913.650.973.700.97 3.47 0.81 3.26 α81

毎 日の生活をどの くらい楽しく過ごしていますか3.44α893.401」073.440.n3.790.993.740.96 3.69 0,89 3.39 0.78

気分がすぐれなかったり、絶望、不安、落ち込み といった3 .3810.8513.7011.2513.2311.07113.5711.1313.7110.81いやな気分をどのくらいひん ぱんに感じますか* 3.44 0.84 3.26 α87

自分自身に満足していますか3.260.982.90x.203.121.033.561.033.46x.02 324 0.93 3.00 0.94

心 理的領域 合計平均3.57α683.500.823.440,643.731013・760.92 3.51 0.83 3.32 0、84

環

境

領

域

毎日の生活はどのくらい安全ですか3:67q833.700.953.640.813.840.813.91α85 3.65 α72 3.53 0.91

家と家のまわりの環境 に満足していますか4.040.713.201.033.460.90血>3L臍3.580.793.870.76 3.57 0.93 3.63 0,90

毎日の生活に必要 な情報をどのくらい得ることが 出来ますか3.63α843.300.953.56α823.790.773.79α93 3.49 0.93 3.53 α61

周辺の交通の便に満足していますか3.480.893.700.953.46α863.720.833.650,98 3.44 o.n 3.37 α90

自分の生活環境はどのくらい健康的ですか3.54α863.301.063.64α863.530.863.351.07 3.24 tO9 3.37 1ρ7

余暇を楽しむ機会 はどのくらいありますか3.370.793.001.253.361つ83.60α883.42位83 3.65 0.90 3.68 1.00

必 要なものが買えるだけのお金を持っていますか3.330.883.101.45aO8t」043.26α663.290.62 3.11 0.83 3.53 0.70

医療施設や福祉サービスの利用しやすさに満 足していますか3.150.e23.401の73.27α673.23α873.520.79 2.97 1.21 3.58 0.90

環境領域 合計平均3.560.473.34α813.43α583.570.813.60α85 3.39 0.92 3.53 0.87

土
会
関
係

友人たちの支えに満足していますか4.220.703.700.953.690.884.120.70a88α68 3.65 o.s2 3.79 0.63 妻〉母

人間関係に満足していますか3.630.793.400.973.350,943.670.853.75e.: 3.46 o.n 3.21 0.92

性 生活 に満足していますか3.041,063.001.073.040.203.160.953.12α90 2.74 0.66 3.05 0:41

社 会的関係 合計平均3.610.673.38α973.370。503.65α833.580.75 3.28 0.78 3.35 0.65 妻〉母

(*は逆転項 目:表3-3は 高得点ほど、患者のQOLが 高いとキーパーソンが推測 していることを示す 。空欄は有意差がないことを示す 。)
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p<.01)、 「活動 能力 の満足」(F(3,119)=2.95,p<.05)、 「友人 の支 え」(F(3,120)=2.63,p<.05)、

お よび 「社会 的領域 」(F(3,109)=3.50,p<.05)に お い て患 者が選択 したキーパ ー ソンの主 効果

が認 め られた。多 重比較 の結 果、いず れ も配偶者 か らのサ ポー トを受 けてい る人の方が 、そ の他

の人 か らサポ ー トを受 けてい る人 よ り、 これ らの内容 に関 してQOLが 高 い と推 測 され ていた。

3.患 者 の属性 による"キ ーパー ソンが推測 した"現 在 の体調 ・生 活の差の検 討

(1)性 別

キーパ ー ソ ンが推 測 した患者 の現在 の体 調 ・生活各 項 目(以 下現在 の体調 ・生 活各項 目)の 、

患者 の性 別の平 均値 お よび標準 偏差 は表4-1の 通 りであ る。現在 の体 調 ・生 活の各項 目を患 者 の

性別 に よっ てt検 定 した結果 、「性 の 肉体 的 な制 限」(t(110)=-3.56,p<.001)、 「性 に関 してパ ー

トナーに申 し訳 な く思 う」(t(102.70)e-3.26,p<.01)、 「皮膚 の変化」(t(121)=2.71,p<.01)に

お い て患者 の性別 による有意差 が認め られた。性 に関す る項 目はいずれ も患者 が女性 の方 が、皮

膚 の変化 は男 性 の方が高得点 であ った。

(2)現 在 の年 齢

患者 の現 在 の年齢別 の、現在 の体調 ・生活各 項 目の平 均値 お よび標準偏 差 は表4-1の 通 りで あ

る。現在 の体 調 ・生活 の各 項 目の得 点 を従属 変数、患 者 の現在 の年齢 の4群 を独立 変数 とした一

要因分散分析 を行 った。 その結 果、 「周 囲の 目が気 になる」(F(3,117)=3.59,p<.05)に お い て患

者 の現在 の年齢 の主効 果が認 め られた。多 重比較 の結 果 、患者が40歳 代 以下 の方が50歳 以 上 よ

り周 囲 の目を気 に してい る と推 測 され ていた。

(3)移 植 後 の年数

移植後年 数別 の現在 の体調 ・生活各項 目の平均 値 お よび標準偏 差 は表4-2の 通 りであ る。現在

の体 調 ・生 活 の各 項 目の得 点 を従属 変数、 移植 後年数 の5群 を独 立変数 とした一要 因分散分 析 を

行 っ た。 そ の結 果 、 「体 重 が 回復 しな い」(F(4,118)=10.28,p<.001)、 「食事 の制 限」(F

(4,116)=9.70,p<.001)、 「(職場、学校 、家事 な ど)以 前 と同 じようにで きる」(F(4,114)=8.97,

p<.001)、 「毛 髪 の変 化」(F(4,ll9)=6.29,p<.001)、 「全 身の症状 」(F(4.118)=5.03,p<.001)、

表4-1キ ーパーソンが推測した患者の現在の体調・生活の平均値と標準偏差(全体 ・患者の性別・患者の年齢別)

現在の体調・生活項目
全体 性 別 年 齢

男性 女性 性差 20歳 代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上
年齢差平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

皮膚の症状(かゆみ、乾燥など)がある 3.33 1.37 3.46 1.34 3.13 1.39 3.50 1.35 3.16 1.41 3.43 1.34 3.21 1.44

皮膚の変化がある 3.03 1.44 3.32 1.33 2.63 1.48 男〉女 3.04 1.17 2.84 ass 3.05 1.41 3.37 1.46
毛髪の変化がある 2.98 1.54 3.03 1.49 2.87 1.61 3.14 1.56 2.76 1.57 3.18 1.52 2.74 1.56

感染症(カゼなど)にかかりやすくなった 2.96 1.25 2.88 1.33 3.02 i.iz 3.29 1.18 2.97 1.19 2.74 1.21 2.89 1.52

収入が減った 2.87 1.59 2.87 1.60 2.88 1.62 2.61 1.62 2.75 1.52 2.98 1.63 3.21 1.69

体型の変化がある 2.85 1.42 2.97 1.47 2.67 1.33 2.68 1.47 2.86 1.38 2.95 t.45 2.89 1.45

性に対する意欲、関心が薄れた 2.84 1.14 2.67 1.14 3.09 1.11 2.45 1.00 2.86 1.03 3.05 1.12 2.79 1.44

(職場、学校、家事など)無理をしてがんばっている 2.69 1.31 2.55 1.32 2.87 1.31 2.81 1.47 2.50 1.18 2.97 1.35 2.32 1.20

〈職場、学校、家事など)以前と同じようにできる* 2.66 1.42 2.73 1.51 2.56 1.32 2.92 1.41 2.37 1.26 2.51 1.47 3.11 1.56

呼吸器の症状(咳、痰など)がある 2.52 1.24 2.53 1.23 2.46 1.24 2.71 1.30 2.27 1.22 2:79 t.17 z.is i.2s

性に関してパートナーに申し訳なく思う 2.46 1.05 2.19 1.10 z.sz α87 女〉男 2.71 α69 2.61 0.97 2.29 tO6 2.32 1.38

性に関して肉体的な制限(痛みなど)がある 2.45 1.16 2.14 i.07 2.89 1.16 女〉男 2.35 0.88 2.51 1.04 2.59 1.35 2.16 t21
全身の症状(体力の低下、微熱など)がある 2.39 1.35 2:46 1.40 2.31 1.30 2.36 1.3フ 2.19 1.37 z.ss 1.30 2.21 1.36

経済的理由で生活が変わった 2.24 1.35 210 1.30 2.41 1.41 2.17 1.49 2.14 1.18 2.37 1.41 2.21 1.40

消化器の症状(吐き気、下痢など)がある 2.08 1.23 2.07 1.27 z.os 1.17 2.29 1.41 1.95 1.03 2.26 1.31 t68 1.11

人との関わりが苦痛である 2.07 1.02 2.04 1.07 2.10 α96 2.04 1.02 2.08 1! 2.28 1.08 t68 α89

種 の々症状(痛み、しびれなど)で生活の制限がある z.os 1.29 1.99 1.31 2.13 1.28 t68 1.25 で.95 1.20 2.41 1.33 2.11 1.33

周囲の目が気になる 2.05 1.14 2.06 1.17 2つ2 1.11 2.41 1.34 2.19 1.09 2.00 1.12 1.37 α60 20.30,40>50

体重が回復しない z.02 1.46 2.24 1.62 1.76 1.20 2.25 1.67 t86 1.36 2.05 1.49 1.95 1.31

味覚障害がある 1.97 1.32 1.99 1:28 1.89 1.33 t89 1.19 1.62 1.11 2.10 1.41 2.47 1.54

食事に制限がある 1.81 1.25 1.93 1.30 1.67 1.18 1.85 1.38 1.62 tos 2.10 1.37 1.53 x.02

充分に食事がとれない 1.72 1.14 1.82 1.20 1.61 1.07 1.96 1.45 1.57 α99 1.79 1.03 1.53 1.12

(*は逆転項目:表4-1は高得点ほど、これらの問題を患者自身が自覚しているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)
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「周 囲の 目が気 に なる」(F(4,116)=4.60,p<.01)、 「収 入の減少」(F(4,113)=4.20,p<.01)、 「充

分 に食 事が とれない」(F(4,ll8)=4.06,p<.01)、 「皮 膚の変化」(F(4,ll9)=3.84,p<.01)、 「味

覚 障害」(F(4,117)-3.53,p<.01)に お いて、移植 後年数 の主効 果が認 め られ た。多重比較 の結

果 、食事 に関す る問題 は1年 未 満の方 が2年 以上 の群 よ り高 か った。 また内容 によって は2年 か

ら5年 までの群の方 が、5年 以上 の群 よ りこれ らの問題 を感 じてい た。

(4)移 植 の種類

移植 種類別 の現在 の体調 ・生活各項 目の平均 値 お よび標準偏 差 は表4-2の 通 りであ る。現在 の

体調 ・生活 の各 項 目の得 点 を従属 変数 、移植種類 の3群 を独 立変数 とした一要 因分散分析 を行 っ

表4-2キ ーパーソンが推測した患者の現在の体調・生活の平均値と標準偏差(患 者の移植後年数別 ・患者の移植種類別)

現在の体調・生活項目

移植後年数 移植種類
1年 未満t年 ～2年2年 ～3年3年 ～5年5年 以上 年数差 骨髄(血縁)骨髄(非血縲 臍帯血 種類差
平均SD平 均SD平 均SD平 均 SD平 均SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

皮膚の 症状(か ゆみ、乾燥など)が ある4001.253.641.283.24t682.82 1.5913.2611.21 3.00 1.47 3.20 1.55 3.88 1.45

皮膚の 変化がある3.871.303.79t.053.291.452.71 t.4512.8711.421-1>5一 3.22 1.40 2.80 1.48 3.77 1.27

毛髪の 変化がある4.071.033.64t.223.531.552.00
一1,1-2,2-3>3-51

.2812.6711.55 -US一 3.19 1.52 2.10 1.29 3.81 1.30 臍〉非

感染症(カ ゼなど)に かかりやすくなった2.790.893.141.293.181.333.12 1.3212.8511.29 3A7 1.30 2.80 1.23 3.16 1.14

収入が減った4.361.15aOO1.732.821.382.81 1.7212.5211.511-1>2-3,5一 3.23 1.31 2.80 1.93 3.38 1.79

体型の変化がある3.671.503.141.35t11.462.82 1.3312.5611.38 3.30 1.46 2.60 1.51 3:19 1.33

性に対する意欲、関心が薄れた3.171.123.001.043.181.18aoO 1.2012.5811.12 3.12 1.21 2.88 1.36 3.13 0.95

(職場 、学校、家事など)無 理をしてがん ばっている2:501.292.791.253.351ゆ62.44 1.3212.5911.38 3.15 1.05 2.60 1.17 2.48 1.42

(職場 、学校、家事など)以 前 と同じようにできる*3.931.213.291.443.351.122.31
一1 ,1-2,2-3>5-1

.4912.0911.20 -1>3-5 3.04 1.34 3.00 1.41 3.44 1.50

呼吸器 の症状(咳 、痰など)が ある2.731.102.501.352,88t.452.00 1.1712.5211.20 2.67 1.44 11 1.05 2.58 1.21

性に関 してパートナー に申し訳なく思う2.42tO82.771.172.690:792。64 1.1512.2711.05 z.ss 1.12 2.29 0.95 2.42 α88

性に関 して肉体 的な制限(痛 みなど)が あるz.4z1.002.791.252.761.092.53 1.3012.2511.14 2:73 1:25 2.25 1.04 2.67 1.09

全身の 症状(体 力の低下、微 熱など)が ある3.291.333.211.482.651.172.06 1.302.021.22-1,1-2>5一 2.96 1.34 2.60 1.43 2.60 1.41

経済的理由で生活が変わった2.641.452.381.502.291.16247 1.5012.0211.29 2:63 1.04 1.90 1.45 2.46 1.64

消化器 の症状(吐 き気、下痢 など)が ある2.791.372」41.23t881.221.71 0.9912.0711.23 2.11 1.12 2.20 1.48 2.04 1.31

人との関わ りが苦痛である2.57α852.291.202.35tOO1β8 1.0511.8811.00 2.22 1.01 1.90 α99 2.aa tO8

種 々の 症状(痛 み 、しびれなど)で 生活の制限がある2.791.422.641.452.121.451.82 1.1911.8011.12 2.56 1.42 1.90 1.20 2:20 1.44

周囲の 目が気になるa.001.042.291.542、35αg31.82 1.2411.7510.941-1>5一 2.19 1.14 2.20 1.40 2.56 1.29

体 重が 回復しない3.931212.361.50Z121.451.76 1.3911.5611.151-1>1-2,2-3,3-5,5一 2.67 1.59 1.80 1.32 2.56 1.66

味覚障 害がある2.291御2.931.442.24t681.82 1..3811:6311.0911-2>5一 2.44 1.58 i.50 α85 2.44 1.42

食事 に制 限がある3.081.12乞861.561.591.231.47 1.6フ1.450.93-1>2-3,3-5,5一 2.30 1.61 2.00 1.25 2.08 1.28

充分に食事がとれない2.641.282.141.411.761,301.47 0.941.480.s2-1>3-5,5一 1.93 1.24 t80 1.32 2.08 1.35

(*は逆転項目:表4-2は高得点ほど、これらの問題を患者自身が自覚しているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表4-3キ ーパーソンが推測した患者の現在の休調・生活の平均値と標準偏差(患者が選択したキーパーソン別)

現在の体調・生活項目

キ ーパーソン

妻 夫 母 その他 キーパーソン
差平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

皮膚の症状(かゆみ、乾燥など)がある 3.30 1.41 3.04 1.52 3.41 1.28 3.60 1.27

皮膚の変化がある 3.30 1.49 2.62 1.61 2.95 1.27 3.10 1.41

毛髪の変化がある 2.95 1.54 2.71 1.73 2.97 1.59 3.35 1.23

感染症(カゼなど)にかかりやすくなった 2.77 1.43 2.75 1.19 3.39 1.05 2.85 1.14

収入が減った 2.98 1.63 2.46 1.44 2.84 1.57 3.21 1.75

体型の変化がある 3.09 1.51 2.75 1.39 2:49 1.39 3.15 1.23

性に対する意欲、関心が薄れた 2.67 1.29 3.29 1.16 2.67 0.83 2.89 1.05

(職場、学校、家事など)無理をしてがんばっている 2.44 1.37 2.92 1.25 2.74 1.36 2.89 1.20

(職場、学校、家事など)以 前と同じようにできる* 2.76 1.59 z.tz 1.12 2.68 1.45 3.05 1.22

呼吸器の症状(咳、痰など)がある 2.38 1.23 2.37 1.21 2.65 1.25 2.75 1.33

性に関してパートナーに申し訳なく思う 2.12 1.18 z.s2 0、83 2.67 α80 2.42 1.02 夫〉妻

性に関して肉体的な制限(痛みなど)がある 2.07 1.16 3.17 1.34
'2
.44 0.89 2.42 O.84 夫〉妻

全身の症状(体力の低下、微熱など)がある 2.51 1.50 2.46 1.32 2.11 1.26 2.55 1.19

経済的理由で生活が変わった 2.09 1.21 2.17 1.20 2.27 1.53 2.58 1.50

消化器の症状(吐き気、下痢など)がある 2.00 1.25 1.92 1.14 2.14 1.31 2.35 1.18

人との関わりが苦痛である 1.95 tO7 2.08 灌.10 2.11 1.02 2.26 α81

種々の症状(痛み、しびれなど)で生活の制限がある 2.2d 1.44 2.29 1.33 1.53 0.91 2.40 1.27

周囲の目が気になる 1.91 1.07 1.96 1.16 2.20 1.28 2.21 1.03

体重が回復しない 2.30 t60 1.50 1.06 1.97 1.52 2.15 t.35

味覚障害がある 2.14 1.36 1.79 1.41 1.63 1.06 2.40 1.43

食事に制限がある 2.09 1.39 1.62 1.14 1.44 0.93 2.05 1.40

充分に食事がとれない t88 1.26 1.42 0.88 1.61 1.10 1.95 1.19

(*は逆転項目:表4-3は高得点ほど、これらの問題を患者自身が自覚しているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)
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た。そ の結 果、 「毛 髪の変化 」(F(2,60)=5.49,p<.01)に お いて移植種類 の主効 果が認 め られた。

多重比 較 の結 果、臍帯血 移植の方 が骨髄移植(非 血縁)よ り高得点 であ った。

(5)キ ー パ ー ソン

患 者が選 択 したキ ーパ ー ソ ン別 の現在 の体調 ・生活各項 目の平均 値 お よび標準偏 差 は表4-3の

通 りであ る。現 在の体調 ・生活 の各項 目の得点 を従 属変数 、患 者が選択 したキ ーパ ー ソンの4群

を独 立 変 数 と した 一 要 因 分 散 分 析 を行 っ た 。 そ の 結 果 、 「性 に関 す る 肉体 的 な制 限 」(F

(3,109)=5.13,p<.01)、 「性 に関 してパ ー トナー に申 し訳 な く思 う」(F(3,103)=3.58,p<.05)に

お いて、患者 が選択 したキーパ ーソ ンの主効果 が認め られ た。多重比較 の結果、 キーパー ソ ンが

夫 である、す なわ ち患者 が妻であ る人の方が 、キーパー ソ ンが妻(患 者 は夫)で ある人 よ りも高

得点 であ った。

4.患 者 の属性 に よる"キ ーパ ーソンが推測 した"今 後の不 安の差の検討

(1)性 別

キーパ ー ソ ンが推測 した患 者の今後 の不 安各項 目(以 下今後 の不安項 目)の 、患者 の性 別 の平

均 値 お よび標準 偏差 は表5-1の 通 りで ある。今後 の不安 の各 項 目を患者 の性別 によってt検 定 し

た結果 、 「性 」(t(110.54)=-2.19,p<.05)、 「再発J(t(120)=3.04,p<.01)に お いて、患 者 の性

別 に よる有 意差 が認め られた。「性」 は患者 が女性で ある方が、 「再発」 は男 性であ る方 が高得 点

であ った。

(2)現 在 の年齢

患者 の現在 の年齢 別の、今後 の不 安各項 目の平均値 お よび標準偏 差 は表5-1の 通 りで あ る。今

後の不安 の各項 目の得点 を従属変 数、患者 の現在 の年齢 の4群 を独立変 数 と した一要 因分 散分析

を行 った。 その結 果、 「性」(F(3,112)=4.16,p<.01)と 「社 会生 活」(F(3,118)=3.77,p<.05)

にお いて、患 者 の現 在 の年齢 の主効果 が認 め られ た。多重 比較 の結 果 、50歳 以 上 よ り30歳 代 や

20歳 代 以 下 の方 が、 これ らの不 安 を強 く感 じている と推 測 されてい た。

(3)移 植 後 の年数

移植後 年数 別の今後 の不安各 項 目の平均値 お よび標準 偏差 は表5-2の 通 りで ある。今後 の不安

の各項 目の得点 を従属変 数、移植後 年数 の5群 を独立変 数 とした一要 因分 散分析 を行 った。 その

結 果、 「食事」(F(4,118)=10.12,pく.001)、 「感染症」(F(4,119)=6.32,p<.001)、 「社会生 活」(F

(4,117)=5.92,p<.001)、 「再発」(F(4,118)=557,p<.001)、 「GVHD」(F(4,117)=3.99,p<.01)、

「容 姿の変化 」(F(4,ll8)=3.83,p<.01)、 「将来全般」(F(4,117)=3.83,p<.01)、 「経 済状況 」(F

表5-1キ ーパーソンが推測した患者の今後の不安(全体 ・患者の性別・患者の年齢別)

今後の不安項目
全体 性 別 年 齢

男性 女性
性差
20歳代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上

年齢差平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
将来全般について 3.39 1.13 3.54 1.11 3.15 1.12 3.63 tOO 3.54 1.19 3.21 1.13 3.11 1..15

再発について 3.37 1.19 3.64 1.15 3.00 1.14 男〉女 3.54 1.11 3.24 1.32 3.28 1.12 3.58 1.22
感染症について 3.20 1.26 3.22 1.33 3.15 tl6 3.43 1.00 3.19 1.39 3.12 i.zo 3.05 1.47

GVHDに ついて 3.19 t20 3.22 1.26 3.15 1.13 3.39 1.20 3.16 1.21 3.13 1.06 3.06 1.51

その他の症状について 2.93 1.17 3.29 1.15 2.91 1.20 3.19 1.04 1.92 1.09 2.92 1.11 2.37 1.26

経済状況について 2.83 1.25 2.77 1.32 z.si 1.17 3.11 1.28 2.86 1.25 2.65 1.15 2.74 1.41

性について 2.79 tOO 2.62 1.10 3.02 α90 女〉男 2.90 tO9 3.16 0.96 2.64 α87 2.26 0.99 20,30>50
社会生活について 2.73 1.20 2.67 1.21 2.80 t20 3.14 1.24 2.95 1.27 2.51 1.05 2.11 x.02 20>50

容姿の変化について 2.54 1.12 2.50 1.13 2.57 1.13 2.61 1:26 2.65 1.14 2.59 1.07 2.11 0.94

社会的人間関係について 2.35 1.05 2.28 1.04 2.44 1.06 2.54 1.20 2.57 1ρ9 2.25 0.90 1.89 α88

食事について 2.01 1.10 2.07 1.14 1.94 1.05 2.04 1.14 1.92 1.09 2.13 1.13 1.89 1.05

家族関係について 2.01 1.00 1.97 1.00 2.04 1.01 1.96 1.00 2.14 1.06 2.03 0.95 1.79 1.03

(表5-1は 高得 点ほど、患者が各不安を感じているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)
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表5-2キ ーパーソンが推測した患者の今後の不安の平均値と標準偏差(患 者の移植後年数別・患者の移植種類別)

今後の不安項目
移植後年数 移植種類

1年未満 1年 ～2年 2年 ～3年 3年 ～5年 5年以上 年数差 骨髄(血縁 骨髄(壅血縁 脚 苧血 種類差
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

将来全般について 4.14 0,86 生oo 1.04 3.29 1.21 3.29 1.26 3.12 1.04 一1>5一 3.48 1.12 3.60
1
1.26 3.84 1.18

再発について 4.33 1・1 3.92 1.04 3.53 1.33 3.35 1.17 2。98 1.09 一1>5一 3.59 1.15 3.40 1.17 408 1.15

感染症について 4.27 0.59 3.79 1.19 3.41 1.23 3.12 1.27 2.77 1.20 一1>3-5 ,5一 3.78 1.15 3.00 1.25 3.69 1.12

GVHDに ついて 3.80 α86 3.93 o.s2 3.27 1.34 3.24 1.25 2.75 α96 一1 ,1-2>5一 3.54 tO7 3.30 1.42 3.64 1.11

その他の症状について 3.64 0.93 3.57 1.09 2.88 t.t1 2.71 1.11 2.69 1.19 3.26 1.10 2.70 1.16 3.24 1.13

経済状況について 3.71 ,.. 3.29 1.14 2.76 1.20 2.82 1.51 2.54 1.16
一1>5一 3.07 1.27 2.90 1.45 3.24 1.23

性について 3.33 o.as 2.79 α98 2.88 1.05 2.79 α89 z.ss 1つ8 2.96 1:' 2.88 1.25 2.92 α83

社会生活について 3.73 α96 3.43 1.02 2.65 0.93 z.aa 1.41 2.42 1.12 一1 ,1-2>5-;-1>3-5 2.88 1.18 2.90 1.37 3.23 1.18

容姿の変化について 3.29 0.91 3.14 1.29 2.47 0.94 2.18 1.02 2.34 tO9 一1>3-5 ,5一 2.78 1.12 2.20 1.14 2.88 1.09

社会的人間関係について 2.93 α96 2.64 1.28 2.41 0.94 z.zs 1.26 2.15 0.93 2.52 α98 2.30 1.34 2.69 1.19

食事について 3.21 α98 2.79 1.37 1.71 α99 t88 1.11 1.67 0.79 一1>2-3 ,3-5,5一 2.48 1.34 t80 o.s2 2.40 1.26

家族関係について 2.27 t28 2.29 1.14 2.18 1.13 1.82 1.13 1.89 α80 1.96 0.94 2.OO 1.49 2.35 1.23

(表5-2は高得点ほど、患者が各不安を感じているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表5-3キ ーパーソンが推測した患者の今後の不安の平均値と標準偏差(患者が選択したキーパーソン別)

今後の不安項目
キーパーソン

妻 夫 母 その他 キーパーソン

差平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

将来全般について 3.35 1.19 2.83 1.13 3.60 α98 3.75 1ρ7 その他〉夫
再発について 3.63 1.24 3.81 1.13 3.27 1.15 3.55 1.15

感染症について 3.19 1.42 3つ4 1.23 3.27 1.07 3.30 1.30

GVHDに ついて 3.16 1.33 11 1.18 3.14 i.08 3.61 1.15

その他の症状について 2.s1 1.27 2.58 1.21 2.97 1.04 3.37 1.07

経済状況について 2.74 1.33 2.37 α97 3.27 1.15 3.55 1.15

性について 2.49 1.06 2.88 0.95 3.24 0.95 2.70 !:1 母〉妻
社会生活について 2.52 1.25 2.33 1.09 3.03 1.19 3.11 1.05

容姿の変化について 2.42 1.12 2.50 1.14 2.56 1.13 2.80 1.11

社会的人間関係について 2.14 1.04 2.12 α85 2.59 1.14 2.65 α99

食事について 2.21 1.13 1.83 o.sz 1.83 1.13 2.10 t17

家族関係について 1.91 0.97 1.92 Q.72 1.81 o.st 2.70 1.26

(表5-3は高得点ほど、患者が各不安を感じているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

(4,118)=3.29,p<.05)に おいて、移植後の年数の主効果が認められた。多重比較の結果、いず

れも1年 未満の患者の方が5年 以上の患者 より、これらの不安が高いと推測 されていた。

(4)移 植の種類

移植種類別の今後の不安各項 目の平均値お よび標準偏差は表5-2の 通 りである。今後の不安の

各項目の得点を従属変数、移植種類の3群 を独立変数 とした一要因分散分析 を行 った。その結果、

いずれの項 目においても移植種類の主効果は認められなかった。

(5)キ ーパーソン

患者が選択 したキーパーソン別の今後の不安各項 目の平均値および標準偏差は表5-3の 通 りで

ある。今後の不安の各項 目の得点を従属変数、患者が選択 したキーパーソンの4群 を独立変数 と

した一要因分散分析 を行 った。その結果、「性」(F(3,112)=3.62,p<.05)、 「将来全般」(F

(3,118)=3.20,p<.05)に おいて、患者が選択 したキーパーソンの主効果が認められた。多重比

較の結果、「将来全般」 はキーパーソンが夫 よりもその他の人である方が、また 「性」は妻 より

も母の人である方が、これらの不安が高い と推測 されていた。

5.キ ー パ ー ソ ンの性差 によ る"キ ーパ ー ソ ンが推測 した"患 者 の受 けてい るサ ポー ト、QOL、

現 在 の体調 、将来の不 安差 の検討

(1)サ ポ ー ト

キーパ ー ソンの性別 のサポ ー ト各 項 目の平均値 お よび標準偏 差 は表6-1の 通 りであ る。サ ポ ー

ト各項 目をキーパ ーソ ンの性別 によってt検 定 した結果 、いずれ の項 目におい て もキーパ ー ソ ン
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表6-1キ ーパーソンが推測した患者のサポート項 ヨの平均値と標準偏差(キーパーソンの性別・キーパーソンの年齢別)

サポート項目
性 別 年 齢

男性 女性
性差
20歳代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上 年齢差

平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
不正確なまたは不十分な情報を与える* 4.46 0.83 4.31 1.02 3.71 1.50 4.56 0.81 4.53 0.86 4.23 0.97

私に関心・共感 ・愛情を示してくれる 4.25 1.15 4.37 0.73 4.43 0.79 4.13 1.09 4.28 0.92 4.46 0.70

私の病気のことに理解がある 3.96 1.33 4.39 0.70 4.14 0.38 4.31 1.08 4.33 0.92 4.23 α97

いつも私(あなた)のそばにいてくれる 3.88 1.30 3.89 1.31 3.57 1.40 4.13 1.31 4.23 t.10 3.54 1.38

実際に役立つ援助をしてくれる 3.96 1.16 3.75 0.98 3.43 1.27 3.88 1.20 4.00 0.87 3.69 x.02

私が病気によって受けている衝撃を過少評価する* 3.71 1.23 3.75 1.07 3.57 0.98 3.81 1.17 3.80 1.16 3.69 1.11

私の病気への対応を批判する* 4.04 1.16 3.59 1.27 3.43 1.40 3.63 1.28 3.70 1.29 3.83 1.22
有益な情報またはアドバイスを与えてくれる 3.67 1.13 3.59 0.95 3.14 1.35 3.81 α98 3.80 1.03 3.46 α89

私の病気の見通しなどに楽観的である 3.54 1.22 3.00 1.11 3.43 1.27 3.19 1,17 3.30 1.18 2.94 1.14

私の病気を心配・悲観しすぎる* 3.13 1.51 3.00 1.28 3.86 o.so 3.38 1.09 2.87 1.31 2.86 1.50

(*は逆転項目:表6-1は高得点ほど患者は肯定的サポートが多く、否定的サポートが少ないとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表6-2キ ーパーソンが推測した患者のWHO/QOL26項 目及び領域の平均値と標準 扁差(キーパーソンの性別・キーパーソンの年齢別)

WHO/QOL26項 目
性 別 年 齢

男性 女性
性差
20歳 代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上

年齢差平均 SD 平均 SD 平均 SD
■

平均 SD 平均 SD 平均 SD

自分の生活の質をどのように評価していますか 3.62 0.70 3.23 α89 男〉女 3.13 1.25
1
3.30 0.87 3.46 0.87 3.31 0.79

自分の健康状態に満足していますか 3.48 α91 3.06 ,.. 男〉女 3.63 o.s2 3.00 1.21 3.19 α98 3.16 0.90

身
体
的
領
域

毎日の生活の中で治療(医療)がどのくらい必要ですか* 4.16 0.99 3.74 o.ss 3.88 1.13 3.85 α88 3.91 0.95 3.85 tos

家の周囲を出回ることがよくありますか 4.03 α70 3.76 1.00 男〉女 3.63 ㈹6
■

3.60 mO 4.06 1'. 3.76 0.87

毎日の生活を送るための活力はありますか 4.12 0.74 3.67 0.85 3.75 1.16
■

4.00 0.73 a80 1'1 3.73 0.81

体の痛みや不快感のせいで、しなければならないことが
どのくらい制限されていますか*

3.82 0.80 3.53 1'. 3.00 1.07

■

3.70 α80 3.16 α86 3.61 0.93

睡眠ぱ満足のいくものですか 3.42 0.94 3.53 1.14 2.75 1.16
.

3.30 1.38 3.72 1.00 3.51 tO2 40>20

毎日の活動をやり遂げる能力に満足していますか 3.73 α80 3.40 o.ss 2.88 1.13 3.45 0.83 3.58 α84 3.53 α97

自分の仕事をする能力に満足していますか 3.59 0.86 3.32 1.07 3.13 1.13 3.55 too 3.53 0.88 3.29 1.09

身体的領域 合計平均 3.84 0,83 3.56 1.00 3.29 0.85 3.64 0.95 3.77 o.si 3.61 α97

心
理
的
領
域

自分の生活をどのくらい意味のあるものと感じていますか 4.06 0.75 3.73 0.91 男〉女 3.63 ω6 4.15 t.09 3.89 0.85 3.69 0.78
自分の容姿(外見)を受け入れることが出来ますか 3.91 α88 3.63 0.87 3.63 1.19 3.80 0.83 3.75 α97 3.66 0.80

毎日の生活をどのくらい楽しく過ごしていますか 3.70 o.sz 3.68 0.93 3.50 1ゆ7 3.85 1.14 3.63 0.91 3.71 α86

物事にどのくらい集中することができますか 3.79 α96 3.45 0.87 3.38 o.sz 3.75 0.91 3.64 0.87 3.41 0,90

気分がすぐれなかったり、絶望、不安、落ち込みといった
いやな気分をどのくらいひんぱんに感じますか* 3.76 o.zs 3.43 o.ss 3.25 1.04 3.25 1.29 3.78 0.95 3.47 0.76

自分自身に満足していますか 3.56 o.ss 3.28 100 3.25 1.28 3.20 1.11 3.43 1.04 3.37 α89

心理的領域 合計平均 3.80 α88 3.53 0.93 3.44 0.96 3.67 1.06 3.69 0.93 3.55 α83

環

境

領

域

毎日の生活はどのくらい安全ですか 4.00 0.75 3.64 0.81 男〉女 3.38 o.sz 3.85 0.67 3.75 α81 3.75 α84

毎日の生活に必要な情報をどのくらい得ることが出来ますか 3.79 α85 3.61 0.83 3.63 0.92 3.85 0.99 3.70 α81 3.58 0.81

家と家のまわりの環境に満足していますか 3.85 α80 3.58 o.ss 3.63 0.74 3.60 0.82 3.75 α81 3.69 0.89

余暇を楽しむ機会はどのくらいありますか 3.59 0.89 3.60 α88 3.63 1.06 3.50 0.61 3.73 α87 3.54 0.99

周辺の交通の便に満足していますか 3.57 α88 3.52 0.84 3.63 0.74 3.55 t.10 3.56 o.sa 3.60 0.72

自分の生活環境はどのくらい健康的ですか 3.33 1.11 3.41 0.96 3.38 α74 3.65 0.93 3.31 α98 3.32 1.03

医療施設や福祉サービスの利用しやすさに満足しています麦3.48 α97 3.20 1.01 男〉女 3.25 0.46 3.40 α68 3.06 o.s2 3.31 1.12

必要なものが買えるだけのお金を持っていますか 3.53 0.75 3.16 0.68 3.75 1.04 3.30 0.47 3.36 α72 3.19 0.81

環境領域 合計平均 3.64 0.88 3.47 α86 3.53 0.60 3.59 0.78 3.53 α86 3.50 0.90

社
会
関
係

友人たちの支えに満足していますか 3.97 0、67 3.84 o.si 4.00 oas 4.00 0.73 3.96 α71 3.78 0.83

人間関係に満足していますか 3.76 α70 3.46 0.84 3.25 i.zs 3.60 0.94 3.69 0.71 3.47 0.75

性生活に満足していますか 3.09 α79 3.01 o.a2 3.50 1.07 3.00 0.46 3.14 α91 2.90 0.78

社会的関係 合計平均 3.61 α72 3.44 0.82 3.58 0.94 3.53 0.71 3.60 0.78 3.38 0.79

(*は逆転 項目:表s-zは 高得点ほど、患者 のQOLが 高いとキーパーソンが推測していることを示す。空欄 は有意差がないことを示す。)

の性別 の有 意差 は認 め られなか った。

(2)QOL

キ ー パ ー ソンの性別 のwHo1QOL26各 項 目及 び4領 域 の平均値 及 び標 準偏差 は表6-2の 通 りで

あ る。WHO/QOL26各 項 目 と4領 域 をキーパ ー ソンの性別 によってt検 定 した結果 、「医療 施設 や

福祉 サ ー ビス の利用 しやす さ」(t(55・04)=2・52,P<.05)・ 「毎 日の生活 の安全」(t(61.31)=2.28,

p<.05)、 「生 活 の質」(t(122)=2.27,p<.05)、 「健康状態 の満足」(t(119)=2.17,p<.05)、 「生 活

の意味」(t(69.55)=2.04,p<.05)、 「家 の周囲 を出回 る頻 度」(t(120)=2.02,p<.05)に お いて

キーパ ーソ ンの性別 による有 意差が認 め られ た。 いずれ もキーパー ソ ンが男性 の方 が女性 よ りこ

れ らのQOLを 高 く推測 していた。

(3)現 在 の体 調 ・生 活

キ ーパ ー ソ ンの性 別の現在 の体調 ・生活 各項 目の平均 値 お よび標準偏 差 は表6-3の 通 りで あ る。
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表6-3キ ーパーソンが推測した患者の現在の体調・生活の平均値と標準偏差(キーパーソンの性別 ・キーパーソンの年齢別)

現在の体調 ・生活項 目

性 別 年 齢
男性 女性

性差
20歳代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上

年齢差
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

皮膚の症状(かゆみ、乾燥など)がある 3.06 1.41 3.43 1.34 3.63 1.30 3.50 1.50 3.27 1.39 3.27 1.34

皮膚の変化がある 2.65 1.57 3.18 1.37 3.50 1.31 3.45 1.64 2.84 1.48 2.95 1.36

毛髪の変化がある 2.53 1.62 3.14 1.49 3.63 1.30 3.10 1.59 286 t60 2.92 1.54

感梁症(カゼなど)にかかりやすくなった 2.76 1.09 3.03 1.30 3.50 1.69 2.80 1.15 2.32 1.31 3.34 1.oo 50>40

収入が減った 2,68 1.53 2.95 1.62 2.50 1.51 2.55 1.70 2.91 1.40 3.02 1.69

体型の変化がある 268 1.32 2.92 1.46 3.50 1.31 3.30 1.30 2.73 1.52 2.69 1.38

性に対して意欲、関心が薄れた 3.18 1.16 2.70 1.11 男〉女 2.75 1.28 2.90 1.17 2.57 1.12 3.02 1.12

(職場、学校、家事など)無理をしてがんばっている 2.76 1.26 2.66 1.34 2.88 1.25 2.30 1.22 2.84 1.48 2.71 1.24

(職場、学校、家事など)以 前 と同じようにできる* 2.32 1.30 2.79 1.46 2.63 o.s2 2.40 1.47 2.75 1.48 2.&9 1.45

呼吸器の症状(咳、痰など)がある 2.41 1.21 2.56 1.26 3.13 1.64 2.50 1.32 217 1.06 2.66 1.24

性に関してパートナーに申し訳なく思う 288 α89 227 1.06 男〉女 2.25 1.04 2.35 1.09 2.29 1.02 2.68 1.05

性に関して肉体的な制限(痛みなど)がある 2.97 t.26 2.24 1.05 男〉女 2.25 α89 2.30 1.17 2.43 1.27 2.56 1.13

全身の症状(体力の低下、微熱など)がある 2.39 t.30 2.39 1.37 2.63 1.30 2.45 1.61 2.27 1.33 2.41 1.30

経済的理由で生活が変わった zzs 1.33 2.22 1.36 2.63 1.51 1.90 1.02 2.29 1.32 2.27 1.45

消化器の症状(吐き気、下痢など)がある 2.09 t16 2.08 1.26 2.50 1.31 1.90 1ρ7 2.11 1.28 2.07 1.26

人との関わりが苦痛である 2.03 1.06 2.09 1.15 2.13 α99 2.10 1.02 2.24 1.16 1.95 0.92

種々の症状(痛み、しびれなど)で生活の制限がある 2.27 1.31 1.98 1.28 2.50 1.41 2.35 1.46 1.97 1.24 1.95 1.25

周囲の目が気になる 1.94 1.13 2.09 1.15 2.38 0.92 2.25 1.16 2.11 1.27 t89 1.07

体重が回復しない 1.61 1.12 2.18 1.54 女〉男 2.75 1.49 2.20 1.54 1.76 1.40 2.03 1.45

味覚障害がある 1.79 1.34 2.03 1.31 3.00 1.60 1.85 1.23 1.95 1.29 1.88 1.30

食事に制限がある 1.76 1.20 1.83 1.27 2.25 1.83 2.05 1.32 1.86 t29 1.63 1.10

充分に食事がとれない 1.52 0.91 1.80 1.21 2.50 1.41 1.90 1.17 1.54 1.04 1.67 1.13

(*は逆転項目:表6-3は高得点ほど、これらの問題を患者自身が自覚しているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表6-4キ ーパーソンが推測した患者の今後の不安の平均値と標準偏差(キ ーパーソンの性別・キーパーソンの年齢別)

今後の不安項目
性 別 年 齢

男性 女性 性差
20歳代以下 30歳 代 40歳 代 50歳 以上

年齢差平均 SD 平均 SD 平均 SD
■

平均 SD 平均 SD 平均 SD

将来全般について 2.85 1.09 3.58 1.09 女〉男 3.38 1.06
1
3.40 1.47 3.43 1.04 3.35 1.09

再発について 2.91 1:13 3.54 1.17 女〉男 400 0.93 3.25 1.48 3.44 1.Q3 3.29 1.20
感染症について 2.91 1.19 3.31 1.27 a88 α99 3.30 1.49 2.86 1.25 3.29 1.18

GVHDに ついて 3、00 1.13 3.26 1.23 3.67 1.03 3.45 1.32 2.84 1.19 3.27 1.16

その他の症状について 2.64 1.14 3.05 1.17 3.38 0.92 3.32 1.29 2.70 1.15 2.89 1.16

経済状況について 2.50 1.05 2.96 1.30 3.25 1.04 2.64 1:39 2.84 tO7 2.97 1.31

性について 2.79 0.93 2.80 1.03 2.25 0.89 3.00 α97 2.61 α96 2.92 1.03

社会生活について 2.35 1.04 2.88 1.23 女〉男 2.88 α99 2.85 1.42 2.61 1.05 2.74 1.25

容姿の変化について 2.30 1.08 2.62 1.13 2.63 1.19 2.80 1.28 2.59 1.14 2.40 1.04

社会的人間関係について 2.06 α78 2.47 1.11 女〉男 2.63 o.s2 2.50 1.15 2.22 1.03 2.36 1.05
食事について 1.73 0.84 2.11 1.17 女〉男 2.25 0.89 2.35 1.18 2.05 1.08 1.83 1.09

家族関係について 1.82 α67 2.08 1.09 2.88 1:46 2.25 1.12 1.95 0.94 1.85 α87 20>50

(表6-4は高得点ほど、患者が各不安を感じているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

現在 の体 調 ・生 活の各項 目をキーパ ー ソンの性別 に よってt検 定 した結果、 「性 に関 して肉体 的

な制 限 が あ る」(t(111)=3.18,p<.01)、 「性 に 関 してパ ー トナ ー に 申 し訳 な く思 う」(t

(7257)=3.06,p<.01)、 「体 重が 回復 しない」(t(78.51)=-2.26,p<.05)、 「性 に関 して意欲 、 関

心 が薄 れ た」(t(111)=2.08,p<.05)に お いて キーパ ー ソンの性別 による有意差 が認 め られ た。

性 に関す る項 目はいず れ もキ ーパ ー ソンが男 性の方が、体 重 に関 しては女性の方が高得 点で あっ

た。

(4)将 来 の不 安

キ ーパ ーソ ンの性別 の今 後 の不 安各項 目の平均値 お よび標準偏 差 は表6-4の 通 りで ある。今後

の不 安 の各 項 目を キーパ ー ソ ンの性 別 に よってt検 定 した結 果 、 「将 来全 般」(t(120)=-3.32,

p<.Ol)、 「再発」(t(121)=-2.69,p<.01)、 「社 会 的人間関係」(t(85.19)=-2.30,p<.05)、 「社会

生 活」(t(120)=-2.19,p<.05)、 「食 事」(t(79.03)=-2.01,p<.05)に お いてキーパ ー ソンの性別

に よる有 意差が認 め られた。 いず れ もキーパー ソ ンが女性 の方が男性 よ りこれ らの不 安 を高 く推

測 してい た。
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6.キ ーパーソンの年齢差による"キ ーパーソンが推測 した"患 者の受けているサポー ト、QOL、

現在の体調 ・将来の不安差の検討

(1)サ ポー ト

キーパーソンの現在の年齢別の、サポー ト各項 目の平均値お よび標準偏差は表6-1の 通 りであ

る。サポー ト項 目の得点を従属変数、キーパーソンの現在の年齢の4群 を独立変数 とした一要因

分散分析を行 った。その結果、いずれの項目において もキーパーソンの現在の年齢の主効果は認

められなかった。

(2)QOL

キーパーソンの現在の年齢別の、wHOIQOL26各 項目及び4領 域の平均値及び標準偏差は表6-

2の 通 りである。wHOIQOL26の 各項目及び4領 域の得点を従属変数、キーパーソンの現在 の年

齢の4群 を独立変数とした一要因分散分析 を行った。その結果、「睡眠の満足」(F(3,120)=2.79,

p<.05)に おいて、キーパーソンの現在の年齢の主効果が認め られた。多重比較の結果、20歳 代

以下より40歳 代のキーパーソンの方が、患者が睡眠に満足 していると推測 していた。

(3)現 在の体調 ・生活

キーパーソンの現在の年齢別の、現在の体調 ・生活各項 目の平均値および標準偏差は表6-3の

通 りである。現在の体調 ・生活の各項 目の得点 を従属変数、キーパーソンの現在の年齢の4群 を

独立変数 とした一要因分散分析を行った。その結果、「感染症のかか りやす さ」(F(3,119)=6.37,

p<.001)に おいて、キーパーソンの現在の年齢の主効果が認められた。多重比較の結果、40歳 代

より50歳 以上の方が高得点であった。

(4)今 後の不安

キーパーソンの現在の年齢別の、今後の不安各項目の平均値および標準偏差は表6-4の 通 りで

ある。今後の不安の各項 目の得点を従属変数、キーパーソンの現在 の年齢の4群 を独立変数 とし

た一要因分散分析を行 った。その結果、「家族関係」(F(3,120)=3.10,p<.05)に おいて、キーパ

ーソンの現在の年齢の主効果が認められた。多重比較の結果、50歳 以上 より20歳 代以下のキー

パーソンの方が家族関係 について不安を高 く推測 していた。

7."キ ー パー ソンが推測 した"患 者の 受 けてい るサポ ー トの高低 に よるQOL、 現 在 の体調 、将

来 の不安差 の検 討

(1)サ ポ ー ト高群 ・低群 の群分 け

キーパ ーソ ンが推測 した患者 の受けてい る有益 なサ ポー トが多 いほ ど、高得点 にな る ようにデ

ー タを変換 した結果
、得 点範 囲は10～50、 平 均値 は37.90点 、標 準偏差 は4.90で あ った。 そ こで

平均 値 ±1SDを 基 準 に分布 を考 慮 し、42点 以 上 をサ ポー ト高群 、41点 ～34点 をサ ポ ー ト中群 、

33点 以 下 をサ ポー ト低群 と した。そ の結 果、サ ポー ト高 群 は23名 、 サポ ー ト中群 は50名 、 サ ポ

ー ト低 群 は14名 で あった
。

(2)サ ポ ー トの高低 に よるQOLの 検 討

サ ポー ト群別 のwHO/QOL26の 各 項 目及 び4領 域 の平 均値及 び標準 偏差 は表7-1の 通 りであ る。

WHO/QOL26の 各 項 目及 び4領 域 の得 点 を従 属変数 、サ ポ ー トの3群 を独 立変 数 と した一要 因分

散分析 を行 った。そ の結 果、項 目ご とでは、 「人 間関係 の満 足」(F(2,84)=6.65,p<.01)、 「自分

自身の満足」(F(2,84)=6.03,p<.01)、 「活動 能力 の満足 」(F(2,83)=5.97,p<.01)、 「生活 の質」

(F(2,84)=5.49,p<.01)、 「生 活環境 の健 康 さ」(F(2,82)=4.51,p<.05)、 「毎 日の生活 の楽 しさ」
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表7-1キ ーパーソンが推測した患者のWHO/QOL26項 目及び領域の平均値と標準偏差(有益なサポート別)

領
域

WHO/QOL26項 目
有益なサポート

低群 中群 高群 サポー ト差
平均 SD 平均 SD 平均 SD

自分の生活の質をどのように評価しますか 3.07 o.s2 3.22 0.86 3.87 0.97 高 〉低 ・中

自分の健康状態に満足していますか 3.07 α83 3.06 1.02 3.50 1.01

身
体
的
領
域

毎日の生活の中で治療(医療)が どのくらい必要ですか* 3.79 0.97 3.82 1.01 3.83 1.03

家の周囲を出まわることがよくありますか 3.64 0.93 :: t.05 4.09 0.85

毎日の生活を送るための活力はありますか 3.57 0:65 3.79 0.85 4.26 α69 高 〉低 ・中

体の痛みや不快 感のせいで、しなけれ ばならないことが
どのくらい制限されていますか*

3.36 α84 3.22 1.14 3.83 1.07

睡眠は満足のいくものですか 3.43 0.94 3.46 1.03 3.91 0.79

毎 日の活動をやり遂げる能力に満足していますか 3.00 0.88 3:43 0.96 4.00 0.74 高〉低
自分の仕事をする能力に満足していますか 2.79 1:1 3.33 tO8 3.78 1.04 高 〉低 ・中

身体的領域 合計平均 3.37 0.55 3.60 0.77 3.96 0.60 高〉低

心
理
的
領
域

自分の生活をどのくらい意味のあるものと感じていますか 3:57 0,76 3.92 0.90 4.17 i:・

自分の容姿(外 見)を 受け入れることができますか 3.64 0.74 3.63 0.83 4.17 α94 高〉低・中

毎日の生活をどのくらい楽しく過ごしていますか 3.29 0.フ3 3.45 α87 4.00 α90 高〉低

物事にどのくらい集 申することができますか 3.54 0.78 3.58 0.96 4.00 0.95

気分がすぐれなかったり、絶望、不安、落ち込み といった

いやな気分をどのくらいひんぱんに感じますか*
3.43 0.85 3.33 1.01 3.96 α98

自分自身に満足していますか 2.86 0.77 3.24 1.00 3.91 i.00 高〉低・中

心理的領域 合計平均 3:37 0.54 3.55 0.67 4.04 0.76 高〉低・中

環
境
領
域

毎日の生活はどのくらい安全ですか 3.43 0.65 3.69 0.77 3.96 i

毎日の生活に必要な情報をどのくらい得ることができますか 3.79 α89 3.57 0.87 3.87 0.87

家と家のまわりの環境に満足していますか 3.64 0.74 3.62 0.78 4.09 0.67 高〉低・中

あなたの生活環境はどのくらい健康的ですか 321 0.70 3.48 0.97 4.00 0.60 高〉低・中

余暇を楽しむ機会はどのくらいありますか 3.21 0.97 3.43 0.98 3.74 0.86

周辺の交通の便に満足していますか 3.50 α76 3.62 α90 3.78 0.80

医療施設や福祉サービスの利用のしやすさに満足していますか 3.14 0.36 3.31 0:74 3,48 0.73

必要なものが買えるだけのお金を持っていますか 3.36 1.01 3:24 1.07 3.65 0.93

環境領域 合計平均 3.41 0,48 3.51 0.54 3.82 α48 高〉低

社
会
関
係

友人たちの支えに満足していますか 3.71 0.73 3.82 0.72 4.09 0.67

人間関係に満足していますか 3.50 0.52 3.42 α81 4.09 0.67 高〉低・中

性生活に満足していますか 2.69 0.63 3.11 0.78 3.30 0.88

社会的関係 合計平均 3.31 0.48 3.44 0.57 3:83 0.52 高〉低・中

(*は 逆転項目:表7-1は 高得点ほど、患者のQOLが 高いとキーパーソンが推測 していることを示す。空欄は有意差 がないことを示す。)

(F(2,83)=4.15,p<.05)、 「毎 日の生活 を送 るための活力」(F(2,82)=4.15,p<.05)、 「仕事 能力 の

満足」(F(2,82)=4.13,p<.05)、 「自分 の容 姿 の受 け入 れ」(F(2,83)=3.39,p<.05)、 「家周 辺 の環

境 の満足 」(F(2,84)-3.24,p<.05)に お いて 、サポー ト群 の主効果が認 め られ た。多重 比較 の結

果 、サ ポー ト低 群 よ り高群 の方 がQOLの 高 か った項 目は、 「活動能力 の満足」 と 「毎 日の生活 の

楽 しさ」 であった。他 の項 目はすべ て低 ・中群 よ り高群 の方が高か った。

また領 域 において は、 「心理 的領 域」(F(2,80)=5.33,p<.01)、 「社 会 的領 域」(F(2,78)=5.03,

p<.01)、 「環境」(F(2,81)=3.74,p<.05)、 「身体 的領 域」(F(2,79)=3.49,p<.05)の す べ て にお

いて サポ ー ト群 の 主効 果が 認 め られた。多 重比較 の 結果 、 「心 理的領 域」 と 「社会 的領 域」 は

低 ・中群 よ り高群 の方 が高 く、「身体 的領域 」 と 「環境 領域」 はサ ポー ト低 群 よ り高群 の方が高

か った。

(3)サ ポ ー トの高低 に よる現在 の体調 ・生活 の差の検討

サ ポー ト群 別の現在 の体 調 ・生活 各項 目及 び4領 域 の平均値 及 び標準偏 差 は表7-2の 通 りで あ

る。現在 の体調 ・生活 の各項 目を従属 変数、 サ ポー トの3群 を独立 変数 とした一要 因分散分 析 を

行 っ た。 その結 果 、 「(職 場 ・学 校 ・家 事 な ど)以 前 と同 じ よう にで きる」(F(2,80)=8.07,

p<.001)、 「周 囲の 目が気 になる」(F(2,82)-7.12,p<.01)、 「毛髪の変化」(F(2,84)-4.39,pく.05)、

「人 との関 わ りが苦痛 」(F(2,82)=3.63,p<.05)に お い てサポー ト群 の主効果 が認 め られた。多
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表7-2キ ーパーソンが推測した患者の現在の体蜩・生活の平均値と標 準偏差(有 益なサポート別)

現在 の不安 ・体調項 目
有益なサポート

低群 中群 高群 サポート差
平均 SD 平均 SD 平均 SD

皮膚の症状(かゆみ、乾燥など)がある 3.29 1.33 3.56 1.33 2.83 1.40

性に対する意欲、関心がうすれた z.n 1.01 2.89 1.08 2.82 1.33

毛髪の変化がある 2.71 1.49 3.42 1.49 2.35 1.53 中〉高

収入が減った 3.57 1.22 3.06 1.61 2.52 1.72

皮膚の変化がある 2.50 1.51 3.40 1.31 2.61 1.70

性に関してパートナーに申し訳なく思う 2.67 0.89 2.54 1.12 2.05 1.00

感染症(カゼなど)にかかりやすくなった 3.14 1.23 3.14 1.22 2.61 1.37

(職場、学校 、家事など)無理をしてがんばっている 2.92 1.04 2.71 1.31 z.a2 1.56

(職場、学校、家事など)以前と同じようにできる* 3.08 1.26 2.94 1.46 1.64 1.05 低・中〉高

体型の変化がある 2。7等 1.33 3.06 1.33 gas 1.51

全身の症状(体力低下、微熱など)がある 2.36 1.22 2.61 1.46 2.30 1.36

性に関して肉体的な制限(痛みなど)がある 2.31 1.11 2.68 t.01 2.05 1.17

呼吸器の症状(咳、痰など)がある 2.57 1.40 2.60 1.23 2.22 1.28

経済的理由で生活が変わった 2.36 1.22 2.35 1.38 2.24 1.45

周囲の目が気になる t.77 0.93 2.44 1.21 1.45 0.74 中〉高
人との関わりが苦痛である 2.00 0.91 2.36 1.01 t.68 1.04 中〉高

種々の症状(痛み、しびれなど)で生活の制限がある 2.36 1.15 2.18 1.38 1.74 1.21

体重が回復しない 2.00 1.41 zzo 1.55 1.74 1.29

消化器の症状(吐き気、下痢など)がある 2.29 1.38 2.27 1.22 1.83 1.27

食事に制限がある 2.14 1.35 1.90 1.26 1.70 1.29

味覚障害がある 2.43 1.45 2.12 1.39 1:65 1.03

充分に食事がとれない 1.64 0.93 1.84 1.25 1.52 0.99

(*は逆転項 目:表7-2は 高得点ほど、これらの問題を患者自身が自覚しているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

表7-3キ ーパーソンが推測した患者の今 後の不安の平均値と標準偏差(有 益なサポート別)

将来の不安項目
有益なサポート

低群 中群 高群 サポート差
平均 SD 平均 SD 平均 SD

将来全般について 3.57 1.16 3.63 1.02 2.87 1.14 中〉高
再発について 3.50 1.22 3.65 1.16 3.13 1.25

感染症について 3.50 1.22 3.40 1.31 3.00 1.13

性について 2.85 0.90 2.87 1.00 2.39 0.94

その他の症状について 2.86 1.29 3.22 1.16 2.70 1.18

GVHDに ついて 3.00 1ρ8 3.35 1.20 3.09 1.16

経済状況について 3.00 1.30 2.98 1.20 2.35 1.15

社会生活について 2.93 1.00 3.06 1.28 2.22 0.95 中〉高
社会的人間関係について 2.50 0.94 2.52 1.11 2.04 0.88

容姿の変化について' 2.29 0.91 2.92 1.11 1.91 1.00 中〉高

家族関係について 2.14 0.95 2.18 1.08 1.39 0.50 中〉高
食事について 2.36 1.39 2.12 1.13 1.74 0.96

(表7-3は高得点ほど、患者が各不安を感じているとキーパーソンが推測していることを示す。空欄は有意差がないことを示す。)

重 比 較の結 果 、 「(職場 ・学校 ・家 事 な ど)以 前 と同 じよ うにで きる」 は高 群 よ り低 ・中群 が、

「毛 髪の変化 」、 「周 囲の 目が気 にな る」、 「人 との 関わ りが苦痛」 は高群 より中群が高 か った。

(4)サ ポ ー トの高低 に よる将来 の不安 の差 の検討

サ ポー ト群 別の将 来の不安 各項 目及 び4領 域 の平均 値 及 び標準 偏差 は表7-3の 通 りであ る。将

来 の不 安 の各項 目を従属変数 、サ ポー トの3群 を独 立変数 と した一要 因分散 分析 を行 った。その

結果 、「容姿 の変化」(F(2,83)=7.62,pく.001)、 「家族 関係」(F(2,84)=5.81,p<.01)、 「社 会生活」

(F(2,83)=4.22,p<.05)「 将 来全 般」(F(2,82)=4.oo;pく.05)、 に おいてサ ポー ト量の主効 果が認

め られた。 多重比較 の結 果、いず れ も高群 よ り中群の方が 高か った。

考 察

本研究で分析 した対象 は、"キ ーパーソンが推測 した"患 者の受けているサポー ト、QOL、 現

在の体調 ・生活、今後の不安であった。 しかし全体の傾向としては、大木他(2002)で 分析 した
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患者の回答 とほぼ同様の傾向が示された。

まずサポー トに関 して、キーパーソンが推測 しているということは、ある意味においてはキー

パーソン自身の自己評価 ともなる。 しかし患者 ・キーパーソンのいずれの属性においてもほとん

ど差 は認められなかった。すなわち本研究の結果からは、キーパーソンの自己評価 におけるサポ

ー ト量 ・内容は、患者 とキーパーソン両者の関係性 に規定 されるものであ り、性別や年齢といっ

た属性 によって左右されることは少ないといえる。これはキーパーソンが誰であるかということ

より、実際の患者への関与の仕方の方がより重要な要素であることを示唆 していると考えられる。

次 にQOLは 患者の性差や年齢差、キーパーソンの年齢差によってはキーパーソンの評価 に差

が認められなかった。また患者が選択 したキーパーソン問でもあまり大 きな差は見 られなかった。

しか しそれ とは異な り、男性のキーパーソンは女性のキーパーソンより患者のQOLを 高 く評価

していた。また現在の体調や今後の不安 において、女性はこれらの問題や不安を高 く評価 してい

るのに対 し、男性は低 く評価 していた。すなわち全体的に女性のキーパーソンは男性 に比べ、患

者の種々の状態を低 く評価 し、心配 しているといえる。本研究においては患者データとキーパー

ソンデータの比較を行 っていないため、男性が患者のQOLを 高 く評価 しす ぎているのか、ある

いは女性が低 く評価 しすぎているのかについて、一概 に結論づけることはできない。しか しこの

ようなキーパーソンの性差が明 らかになった ところに、今後のスタッフの介入の方向性がうかが

えたといえる。

また患者の回答 と同様、キーパーソンか ら見 ても、全体的には時間の経過 とともに、QOLや

体調 は向上 し、不安 は低下 していた。 とくに1年 未満の群は他の群 よりQOLは 低 く、体調が悪

いと評価 されている。移植直後の1年 は、実際に体調がまだ戻 らないこともあ り、本人 ももちろ

んであるが、キーパーソンも不安が高い様子が うかがえる。今後の経過の不透明さがその不安を

増長する一因ともなるため、患者のみならずキーパーソンに本研究の結果を示すことにより、将

来の展望が明確 になり、多少なりとも不安を軽減する一助 となるかもしれない。

最後に患者の場合 と同様、患者が有益 なサポー トを多 く得ている(す なわちキーパーソンが与

えている)と 感 じている人の方が、少ない と感 じている人 より種々の面において、QOLを 高 く、

現在の体調の問題や今後の不安を低 く推測 していた。 しかし大木他(2002)で は高 ・中群の方が

低群 よりQOLを 高 く示 していたのに対 し、本研究においては、高群のみが中 ・低群 よりQOLを

高 く推測 していた。また現在の体調 ・生活や今後の不安では、ほとんどの項目において、中群の

みが高群 より不安や心配の程度が高かった。すなわち患者 とキーパーソン間では、サポー ト中群

にあたる人々の認識のずれが示唆 されている。中群にあたる人々は、高群 に比べ、 自己の与える

サポー トに関 して自己評価が低 く、だからこそ患者のQOLを 低 く予想 しているのか もしれない。

今後実際に患者がどのように受けとめているのかを比較することにより、キーパーソンの過度の

不安や心配を軽減する援助ができると思われる。

容易に改善 しない身体疾患の場合 は、それに伴 う主観的な苦痛 も簡単には改善 されない。そし

てこの間の患者の苦痛や不安に直面 し続けることになるキーパーソンの苦痛や負担 もまた大 きい。

医療者はそのような辛い状況にある患者のみならず、患者を取 り巻 く人々、 とくにキーパーソン

をも支える存在でなくてはならない。医療スタッフの関わ りによってキーパーソンが好ましい状

態 を持続 し、それによって患者への望ましい対応を促進するものとなるよう、今回の結果をサポ
ー トの充実に役立ててい くことが医療スタッフの責務であるといえよう。
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